
 

 緊急事態宣言など忙しい春が過ぎ、気づけば梅雨の季節となりました。嫌だなあ･･･と思う人も多いので

はないでしょうか？しかし、植物にとっては恵みの雨。雨に濡れたあじさいも季節を感じられて素敵ですよ。

少し見方を変えて、梅雨の時期も心は晴れやかに過ごしたいですね。 

 

 

 

（ 1 ） 安全な生活・安全な外出を 

 ・「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗い」など基本的な感染予防対策を心がけてください。 

 ・感染リスクの高い場所を避けて、安全な場所に外出してください。 

 ・行楽や旅行など他府県等への移動は自粛してください。 

 ・政府から示されている新しい生活様式（厚労省HP参照）等も参考にしてください。 

（ 2 ） 密接はダメ 3密はもっとダメ 

 ・人と人が密接な状態になることを避け、特に 3 密は絶対に避けてください。 

（ 3 ） 発熱等、体調が優れないときは 

 ・咳や発熱などの症状がある場合は、通勤や通学等であっても、決して無理をして外出しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2 

初島中学校保健室 

令 和 ２ 年 ６ 月 

（引用：和歌山県ホームページ） 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011900/d00204243.html#01


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣の乱れやメリハリのない生活は、心も

体も疲れさせてしまいます。無理をせずに見直

せるところから意識して過ごしましょう。 ★各自水筒を持ってきましょう。 

今月から学校が再開となり、部活動も始まります。 

日中は気温もあたたかくなり、汗をかく機会が増えて

くるので、熱中症のリスクも高くなってきます。 

「まだ真夏のように暑くないし大丈夫・・・」と思う

かもしれませんが、思っているよりも人間の体は繊細

です。こまめに水分補給ができるように各自水筒を持

参しましょう。（感染症予防対策のため、校内の冷水

機は使えないので、多めに持ってきて下さい。） 

 

夏の暑い時季に気をつけたいのが熱中症です。 

暑くて湿度の高いときに長い時間運動をしたり、気温や室温が高い場所にいたりすると、 

体の中の水分が不足して汗が出なくなったり、体温が調節できなくなったりします。 

すると、体温が高くなり、体がけいれんしたり頭が痛くなったりします。 
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